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平成 29 年 10 月 5 日

金属防水工法の設計・施工基準

【木造構造】

金属防水工法の設計・施工については、本書を基準とし、本基準により難い事項につい

ては、当社が十分な性能が確保されていると認められた場合、本基準によらないことが出

来る。

また、ベランダやルーフバルコニー、フラットルーフについても本基準を適用すること

とし、金属防水保証制度の基準として運用する。

１適用地域 ・平成２５年省エネ基準における断熱地域区分１～８のうち、地域の区分３

～７の地域。 

・市町村の区域に応じた垂直積雪量の積雪深が１ｍ未満の地域。 

・地表面粗度区分Ⅰ～ⅤのうちⅡ～Ⅳの地域。 

・北海道を含む離島と上記以外の地域については別途定めるものとする。 

２構造計画 ・構造耐力上主要な部分について、十分な性能を有している建築物とする。 

      ・屋上直下の断熱と通気について、十分考慮されていることとする。 

３屋上構造 ・屋上は構造的に屋根と考え、屋上の使用は歩行または軽量なものを置く程

度に限り、床化粧材・屋上緑化その他の被覆材の設置については、当社で

の設計と施工あるいは、当社が認める機関によるものとする。 

４屋上計画 ・勾配方向は平面形状において短い方向にとる。 

・勾配は２／１００以上とする。ただし、推奨値は３／１００以上とする。 

・箱樋の設置位置は棟屋等から離れた位置とする。 

５箱  樋 ・バルコニー下地寸法において、幅１５０ｍｍ深さ１００ｍｍとする。 

ルーフバルコニー及び屋上などの下地寸法において、持出排水方式の必要

性がある場合は幅１５０㎜以上、深さを１２０ｍｍ以上とする。 

      ・箱樋の勾配は１／１００以上とする。 

      ・箱樋の長さは建物中心位置において５，００５ｍｍ以内とし、それを超え

るものについては、排水箇所を増やすか、勾配方向や排水位置を変えた箱

樋を連結させることで賄う。 

６排水方法 ・主排水の排水方法の種別は下記の四種類とし、それぞれについて対応面積

を設定する。対応面積は建物中心位置における水平投影面積とする。 

       ①下抜ドレン排水（ＶＵ５０管）・・・１８平米。 

       ②下抜ドレン排水（ＶＵ６５管）・・・２５平米。 

       ③下抜ドレン排水（ＶＵ７５管）・・・３５平米。 

④持出排水（箱樋加工による直接排水）・・・２５平米。 



      ・排水方法については、建物の大きさや構造等により複数になるケースでは、

違う種類の排水方法を併用することが出来る。 

      ・箱樋には当該屋根の雨水以外は流さないものとする。 

７ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ ・箱樋には必ずｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ管（以下「ＯＦ管」という。）を設置し、ゴミ詰り等

で主排水が機能しない場合の対策とする。 

      ・ＯＦ管の設置は、連続した一本の樋に対し一カ所以上とする。ただし、フ

ラットルーフ等の歩行用途ではなく、常時排水口の確認ができない構造の

物については、主排水と同数以上のＯＦ管設置とする。 

      ・ＯＦ管と主排水を同一方向に設置しない。やむを得ず同一方向に設置する

場合は互いの中心位置において水平方向に２００㎜以上離すこととする。 

８屋上床面 ・垂木は幅３６ｍｍ以上の物で、４５５ｍｍピッチ以内に設置し、屋根面の

荷重に十分耐えられる構造とする。 

・下地は合板とし、構造用合板のＪＡＳに適合する物で、特類２級、または

同等以上の性能を有する物であって、寸法は９１０×１８２０×１２ｍｍ

とする。 

      ・合板は二重貼りとし、一枚目は箱樋部以外に隙間なく貼り詰め、二枚目は

流れ方向に向かって１００ｍｍ幅の目透しを１０１０ｍｍピッチで設ける。

割付方法については、中心位置からの振り分けを基本とし、両端部の合板

幅については、６６０ｍｍ以内になるように計画する。 

      ・床面の流れ長さについては、建物中心位置で８，１９０ｍｍ以内とし、そ

れを超えるものについては、流れ方向を分けるか、５０㎜以上の段差を設

け同一方向へ連続させる。 

９立上部分 ・サッシ開口部等については、防水層床面より高さ１２０ｍｍ以上とする。 

       ただし、検査機関の指示が入る場合はその指定に準ずる。 

      ・立ち上がりのサッシ開口部は切除し、シーリング剤併用にてサッシ後付に

より納める。 

      ・開口部以外の立ち上がりは、床面と平行に２５０ｍｍ以上とする。 

      ・立ち上がり上部に折り返しは設けない。 

・壁構造が耐力面材設置ではなく、間柱・筋違等に直接施工の場合、床面よ

り２５０ｍｍの位置に、３０ｍｍ角以上の受け材を間柱間に設置する。 

１０下葺材 ・発泡ポリエチレンシート２ｍｍ厚とする。ただし、勾配屋根等については

ＪＩＳＡ６００５（アスファルトルーフィングフェルト）に適合するアス

ファルトルーフィング９４０又は同等以上の防水性能を有するものとする。 

１１葺上材 ・葺上材は、ポリ塩化ビニル被服金属板、または、塗装溶融亜鉛‐５５％ア

ルミニウム合金メッキ鋼鈑と同等以上の性能を有する物とする。 

以上 



図　　名　図面№

株式会社 栄住産業

索引

地束

間柱

S=1/60　1-1-1

①構造躯体と手摺壁

②剛床敷き込み

②構造計画
③屋上構造
④屋上計画

0001

下地工事　①



図　　名　図面№

株式会社 栄住産業

索引

垂木受材

箱樋
部

幅
150

※受け材の間隔については、
垂木のサイズによりピッチの検討をして
十分な強度を確保してください。

S=1/60　1-1-2

③耐力面材貼り付け

④垂木受在設置

②構造計画
③屋上構造
④屋上計画

0002

下地工事　②



図　　名　図面№

株式会社 栄住産業

索引

S=1/60　1-2-1

⑤垂木設置

⑥野地合板一枚目（捨て張り）

②構造計画
③屋上構造
④屋上計画

0003

下地工事　③

垂木　@455以下　もしくは　@303以下



図　　名　図面№

株式会社 栄住産業

索引

10
0

91
0

10
0

150

100

150

100

← ← ←

←
←

通気工法の場合標準工法の場合

根太　45×60

3

3

S=1/60　1-2-2

⑦野地合板二枚目（目透し割付）

断面図（参考例）

②構造計画
③屋上構造
④屋上計画

0004

下地工事　④

1
0
0㎜

以
上

1
00

㎜
以

上

野地合板二枚目

野地合板一枚目

剛床

合板

野地合板二枚目

野地合板一枚目

目透し　W=100

二枚目合板

一枚目合板



図　　名　図面№

株式会社 栄住産業

索引

●床になる部分の水勾配は、短い方向にとる。
●床の流れ長さは、建物芯々で8190mmまで。

10,010
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8,190 1,820

S=1/100　2-1-1

床の勾配

箱樋の設置

ＰＨ

8,190 1,820

10,010

6,
3
70

3,
64

0
2
,
73

0

箱樋の流れ長さ

●水下側には箱樋を設置する。
●箱樋の流れ長さは、建物芯々で5,005㎜まで。
●Ｌ型など異形の場合、各所に箱樋を設置する。

④屋上計画

⑤箱　樋

0005

勾配と排水　①

●PHの排水はバルコニー及び塔屋に流さない。
●勾配は2/100以上3/100推奨。

↓水勾配

↓水勾配

↓水勾配

↓水勾配



図　　名　図面№

株式会社 栄住産業

索引

ＰＨ

8,190 1,820

10,010

6
,
37

0

3
,6

4
0

2,
7
30

47.2017㎡

Ａ面 6.6248㎡

Ｂ面

S=1/100　2-1-2

ＰＨ

8,190 1,820

10,010

6,
3
70

3,
64

0
2
,
73

0

47.2017㎡≦50㎡　ＯＫ

持出排水×２ヵ所＝50㎡

Ａ面 Ｂ面

Ａ面

Ｂ面

←

←持出排水 持出排水

下抜ドレン

6.6248㎡≦18㎡　ＯＫ

下抜ドレン×1ヵ所＝18㎡

●一つの箱樋に異なる種類の排水形式を併用してもよい。

●箱樋が２ヵ所以上ある場合、箱樋が分かれている
部分から直交方向に境界線を引く。

●分割された各面積を求める。

●箱樋流れの長さが5,005mmを超える場合は、
箱樋を連結し排水口を複数設置して対応する。

●排水口の設置位置は、必ずしも端部とは限らない。

⑥排水方法

0006

①床面積の計算方法

②床面積の計算方法

勾配と排水　②



図　　名　図面№

株式会社 栄住産業

索引

ＰＨ

8,190 1,820
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,
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2,
7
30

←

←持出排水 持出排水

⇒

⇒

ＯＦ

ＯＦ

ＯＦ：ＶＵ５０管
下抜ドレン

10,010

3
,
64

0

※排水口が３ヵ所なので、ＯＦも３ヵ所。

下抜ドレン

6,
37

0

⇒

ＯＦ

2
,7

30

持出排水持出排水 ←

← ⇒ ⇒

8,190 1,820
ＯＦ ＯＦ

S=1/100　2-2-1

●箱樋には必ずＯＦ管を設置する。
●連続した一本の箱樋に対し、必ず一ヵ所以上設ける。
●主排水とＯＦ管を同一方向に設置しない。

●フラットルーフ等常時排水口の確認が出来ない
構造の物については、主排水と同数設置する。

オーバーフロー管設置（ＯＦ管）

オーバーフロー管設置（ＯＦ管）フラットルーフ等

⑦ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ

0007

勾配と排水　③

⇒

ＯＦ



図　　名　図面№

株式会社 栄住産業

索引

S=1/100　2-2-2

注意事項

●ルーフバルコニー等には、その他の排水等を流さない。

主排水各種の排水能力

●持出排水（箱樋加工による直接排水）・・・２５㎡。

専用集水桝・ストレーナーがあります。

●下抜ドレン（ＶＵ５０管）・・・１８㎡。

●下抜ドレン（ＶＵ６５管）・・・２５㎡。

●下抜ドレン（ＶＵ７５管）・・・３５㎡。

特記事項等

0008

⑥排水方法 勾配と排水　④



図　　名　図面№

株式会社 栄住産業

索引

←

←

←

←

役物

出隅に排水がある場合斜線部分の

水はけが悪くなる傾向があるため

基本的には矢印方向に計画する。

役物の溝が出隅にくるので、

箱樋を端まで伸ばす。

S=1/10　3-1-1

⑤箱　樋

0009

箱樋の配置

役物役物

↓水勾配

↓水勾配

↓水勾配

箱樋

箱樋

箱樋

箱樋

排水が梁の上に来るので手前で止める

箱樋の配置（出隅に排水がある場合）

箱樋の配置（役物との取り合い）



図　　名　図面№

株式会社 栄住産業

索引

役物

役物

役物溝の水下側に箱樋が

役物溝が出入隅に中途半端に

ないのでＮＧ！

干渉するのでＮＧ！

S=1/10　3-2-1

役物溝の配置（箱樋取合い）

役物溝の配置（出入隅）①

⑧

0011

役物溝の配置　①

箱樋

箱樋

↓水勾配

↓水勾配

↓水勾配

↓水勾配

立上り部分

立上り部分



図　　名　図面№

株式会社 栄住産業

索引

50

役物

役物

役物

役物溝を出隅部に設けることは

計画上問題ない。

壁と役物溝の間には50mm以上の

S=1/10　3-2-2

役物溝の配置（出入隅）②

役物溝の配置（出入隅）③

⑧

0012

役物溝の配置　②

↓水勾配

↓水勾配

↓水勾配

↓水勾配

立上り部分

立上り部分

立上り部分

立上り部分

合板を設ける。



図　　名　図面№

株式会社 栄住産業

索引

150

100

＠455以下

3

100

2FL

5
0

3

S＝1/7　4-1-1

バルコニー下地断面

バルコニー施工断面（下抜ドレン排水）

⑥排水方法

⑦ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ

0013

構造用合板ァ12
構造用合板ァ12

2FL

12
0
㎜

以
上

木軸排水断面図

サッシは金属防水完了後取付。

金属防水
構造用合板ァ12
構造用合板ァ12

6
4

開
口

75
Φ

樋60Φ

箱樋水上

配管補強材

1
0
0㎜

以
上

水下床

※オーバーフロー管は水下床面より2/3以上下げる

1
20

㎜
以

上

10
0㎜

以
上

開口100Φ

樋60Φ



図　　名　図面№

株式会社 栄住産業

索引

ジョイント役物部

箱　樋

S＝1/7　4-2-10015

箱樋軒先取合部

ジョイント役物部

910 910100

10

割付は芯芯1010mmです。

1,010 1,010

1,000 1,000

⑤箱　樋

⑧屋上床面

樋を入れてからコーキング

構造用合板

ジョイントベース

各部詳細　①



図　　名　図面№

株式会社 栄住産業

索引

手摺壁仕様

← ← ←

←
←

←

←
←←

←
←

←

根太（通気層）

耐力合板
透湿防水シート

サイディング
通気層（通気胴縁）

連続通気用下地

S＝1/7　4-2-2

②構造計画

0016

水切りシート
笠木下用換気部材

腰壁用通気部材

通気納まり図（参考例）

有効開口（換気）面積：122c㎡/本

有効開口（換気）面積：50c㎡/個

笠木下換気部材

腰壁用通気部材

笠木下換気部材

腰壁用通気部材

参考：日本住環境社製 参考：hauseco社製



図　　名　図面№

株式会社 栄住産業

索引

50

水切りシート

連続通気用下地

連続通気用下地 連続通気用下地

防水テープ

【カバープレート施工手順】

①防水シート、耐力合板に100φの穴をあけ

カバープレートを差し込みます。

シートをテープで防水処理します。

【カバープレート設置基準】

横方向の通気を妨げない為に、柱や地束の間に

一カ所以上設置する。

※詳細はメーカーの施工説明書にてご確認ください。

②カバープレートをビスで固定しカバープレートと

※詳細仕様は、メーカーまで問い合わせてください。

S＝1/7　4-3-1

②構造計画

0017

手摺通気施工概要図（参考例）

透湿防水シート

透湿防水シート

Ｌ型通気ライナー12



図　　名　図面№

株式会社 栄住産業

索引

S=1/15　5-1-1

100 910 100

1,010

455 455 455 455

10 1,000 10

葺上材寸法　1,000

700以下

660以下

二枚目合板割付図

⑧屋上床面

0018

各部詳細　②



図　　名　図面№

株式会社 栄住産業

索引

集水桝

隙間をシールにて充填する

シール

集水桝

角枡取付施工マニュアル①

S=1/1　6-1-1

①取り付け前の処理

②集水桝の取り付け（ビス固定）

⑥排水方法

0019

※ビスにて固定する

ビスはシーリング併用で固定

（Φ4ｘ40ｍｍ　SUS製）

箱の中に同梱



図　　名　図面№

株式会社 栄住産業

索引

蓋

集水桝

安全上のご注意

高所作業を行う際、作業用の足場及び

正しい制服と保護具・安全帯を着用してください

怪我事故防止の為

＊天変地異、特異的環境等による損傷、経年変化による変色、汚れ等が発生した場合

＊施工業者による施工、取扱いが原因で不具合が発生した場合

＊建造物の構造が原因で、変形、割れ、外れ等による不具合が発生した場合

＊入居者の維持管理不足や、入居者又は、第三者の故意、過失により不具合が発生した場合

＊変形、割れ、外れ等を発見後、速やかに届け出がされなかった場合

角枡取付施工マニュアル②

S=1/1　6-1-2

③集水桝の蓋取付け

⑥排水方法

0020

次の不具合が発生した場合、弊社では責任を負いかねますのでご了承ください

～その他のご注意（お客様へ）～



図　　名　図面№

株式会社 栄住産業

索引

間仕切壁FP060BP-0019

ＰＨ
ルーフバルコニー

金属防水　不燃認定NM-1981

構造用合板（厚さ12mm）

構造用合板（厚さ12mm）

垂木（38×60mm以上、@500以下）

小屋梁105×150mm以上、@2000以下）

外壁（耐力壁）FP060BE-0031

金属防水　不燃認定NM-1981

構造用合板（厚さ12mm）

構造用合板（厚さ12mm）

垂木（38×60mm以上、@500以下）

小屋梁105×150mm以上、@2000以下）

（厚さ50mm以上250mm以下、密度10以上24kg以下）
グラスウール・ロックウール断熱材

野縁受け（38×45mm以上）

吊り木（38×45mm以上、@1000以下）

野縁（45×45以上、@500以下）

気密フィルム（厚さ0.2mm以下）

強化石膏ボード（厚さ21mm以上）

強化石膏ボード裏張/木製軸組造屋根

人造鉱物繊維断熱材充てん/めっき鋼鈑・木質系ボード表張/

耐火認定　屋根　FP030RF-1562

屋根の30分耐火構造

S=1/1　7-1-1

木造耐火構造仕様

②構造計画
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耐火構造概要図（参考例）



図　　名　図面№

株式会社 栄住産業

索引

S=1/1　7-1-2

防火地域指定による構造制限

木造準耐火構造仕様

ルーフバルコニー

ＰＨ

（2）の（ⅲ）厚さが十二ミリメートル以上の石膏ボードの上に

第五　ロ次に定める構造とすること。

（3）防火被覆の取合いの部分が、当該取合い等の部分の裏面に

階数

用途

3階建

戸建住宅

耐火建築物（法61条）

（法61条）

S≦100

（法62条、令136条の2）

準耐火建築物

技術的基準適合建築物

㎡

外壁・軒裏：延焼の恐れのある部分で防火構造（法62条）

地域

防火地域

準防火地域

22条地域

1・2階建

3階建

3階建

1・2階建

1・2階建

共同住宅

（主要構造部：１時間耐火構造）
準耐火建築物（法27条、令115条2の2）

100＜S≦500

防火構造（法24条）200㎡以上

（主要構造部：１時間耐火構造）
準耐火建築物（法27条、令115条2の2）

外壁・軒裏：延焼の恐れのある部分で

屋根：不燃（法22条、23条）

準防火構造
外壁：延焼の恐れのある部分で

S≦100

準耐火建築物
（法61条）

延べ床面積S
100＜ S≦500

金属防水　不燃認定NM-1981

構造用合板（厚さ12mm）

構造用合板（厚さ12mm）

垂木（38×60mm以上、@500以下）

石膏ボード（厚さ12mm以上）
吊り木

野縁受け

グラスウール又はロックウール断熱材（厚さ50mm以上）

【屋根の30分耐火構造】
建設省告示第千三百五十八号

（1）不燃材料で造るか、又はふいたもの

厚さが五十ミリメートル以上のロックウール又はグラスウ

当て木が設けられている等当該建築物内部への炎の進入を

有効に防止することができるもの

野縁

②構造計画
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ールを貼ったもの

準耐火構造概要図（参考例）




